
庄
内
町
施
政
方
針
と
予
算
編
成

庄
内
町
施
政
方
針
と
予
算
編
成

　
感
染
拡
大
が
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
徐
々

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
近
づ
い

て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り
な
が
ら
も
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
は
な
か
な
か
収

ま
ら
ず
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

11
歳
以
下
の
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

急
が
れ
る
中
、
３
密
対
策
、
不
織
布
マ
ス

ク
、
換
気
、
手
洗
い
の
励
行
な
ど
の
予
防

策
が
必
要
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
月
中
旬
に
は
全
国
36
の
都
道
府
県
、

過
去
最
多
の
区
域
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
適
用
さ
れ
、
新
規
感
染
者
が
１
日

あ
た
り
10
万
人
を
超
え
る
日
が
あ
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
経
口
薬
の
早
期
認
証
や
検
査
体

制
の
拡
大
整
備
が
期
待
さ
れ
、
蓄
積
知
見

に
よ
る
的
確
な
予
防
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
部
門
に
勤
務
す

る
職
員
の
弛
ま
ぬ
感
染
予
防
対
策
へ
の
尽

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
併
せ
て
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
沿
っ
た
経
済
活
動
や

社
会
活
動
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
新
し

い
生
活
様
式
や
都
市
か
ら
地
方
へ
の
流
れ

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
ま
ち

づ
く
り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
産
業
構
造
の
変
化
、
気
候
変
動

に
対
応
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
り
組

み
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に
合
わ
せ
た
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
、
危
機
管
理
に
備
え
る
消
防
・

防
災
力
の
強
化
な
ど
は
、
全
国
的
な
共
通

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
庄
内
町
の
施
政
方
針(

抜
粋)

重
点
構
想　
５
本
の
柱

令和４年度＊施政方針と予算編成

　
庄
内
町
は
合
併
か
ら
17
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
一
度
、
合
併
時
に
掲
げ
た
本
町

の
特
長
と
優
位
性
、
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
と
有
効
活
用
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向

け
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
時
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
町
は
合
併
以
前
か
ら
「
風

力
発
電
発
祥
の
町
」
と
し
て
環
境
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
2
0
5
0
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
り
組
み
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
推
進
は
、
時

代
の
大
き
な
流
れ
で
あ
り
地
球
規
模
で
の

取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
節
電

所
や
３
Ｒ
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施

策
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
事
」
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
が
持
つ
多
様
な
地
域
資
源

の
活
用
は
ま
だ
ま
だ
十
分
と
言
え
ま
せ
ん
。

さ
ら
な
る
掘
り
起
こ
し
や
磨
き
を
か
け
て
、

地
域
の
名
産
や
特
産
品
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド

へ
と
つ
な
げ
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
活
性

化
へ
の
近
道
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
課
を
越
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
、
民
間
お
よ
び
各
種
団
体
を
巻
き
込
ん

だ
横
断
的
・
縦
走
的
組
織
と
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
と
し
て
は
、
①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
農
山
漁
村
活
性
化
基
金
（
風
車
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
②
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
④
地
元
産
品
ブ

ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑤
移
住
・
定
住

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⑥
児
童
発
達
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
⑦
危
機
管
理
体
制
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
７
つ
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
形
式
や
手
法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
枠
を
越
え
て
成
果
に
つ
な
が
る
よ

う
強
化
・
推
進
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
公
民
館
が
新
た

に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
移
行
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
へ
の
取
り
組
み

も
継
続
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
は
「
相
互
扶

助
の
精
神
」
で
あ
る
こ
と
を
町
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
独
自
性
を
生
か
し
よ
り
使
い
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
地
域
の
活
動
拠
点
と

し
ま
す
。
ま
た
、
立
川
地
域
に
お
い
て
は
、

現
在
の
狩
川
幼
稚
園
、
狩
川
保
育
園
か
ら

民
間
認
定
こ
ど
も
園
「
か
ら
ふ
る
」
に
移

行
し
幼
児
教
育
・
保
育
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
ま
す
。
少
子
化
、
人
口
減
少
が
避

け
ら
れ
な
い
中
、
未
来
を
見
据
え
教
育
、

福
祉
制
度
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
大
型
事
業
は
、
図
書
館
整
備
事
業
の
１

期
工
事
が
令
和
４
年
11
月
竣
工
予
定
、
令

令
和
４
年
度

和
５
年
11
月
全
館
オ
ー
プ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

立
川
総
合
支
所
改
修
工
事
は
令
和
５
年
３

月
の
竣
工
後
、
７
月
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で

計
画
し
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月
に
改
訂
し

た
「
庄
内
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
基
づ
き
、
総
資
産
量
の
適
正
化
や

長
寿
命
化
、
民
間
活
力
の
導
入
等
を
含
め
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
総
額
１

２
２
億
6
4
0
0
万
円
と
な
り
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
、
減
債
基
金
よ
り
4
億
円
、

財
政
調
整
基
金
よ
り
2
億
5
，4
0
0
万

円
繰
り
入
れ
し
ま
し
た
が
、
繰
入
金
全
体

で
は
前
年
比
7
2
6
万
円
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、

立
川
総
合
支
所
改
修
整
備
事
業
債
や
文
化

創
造
館
改
修
事
業
債
が
皆
増
し
た
も
の
の
、

臨
時
財
政
対
策
債
、
図
書
館
整
備
事
業
債

な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
前
年
比
2
億
5
，

6
9
0
万
円
減
額
の
12
億
4
，3
1
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
第
３
次
庄

内
町
行
財
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
い
て

「
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大
の
効
果
」が

発
揮
で
き
る
予
算
執
行
に
心
が
け
、
自
立

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２

次
庄
内
町
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
で

は
、
目
指
す
将
来
像「
人
と
自
然
が
輝
き
合

う
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
庄
内
町
」
の

実
現
に
向
け
、時
代
に
合
わ
せ
チ
ェ
ン
ジ
す

べ
き
も
の
、新
た
な
手
法
で
取
り
組
む
べ
き

も
の
を
整
理
を
し
な
が
ら
、「
豊
か
さ
が
実

感
で
き
る
ま
ち
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
結
び
に
、
最
新
の
ウ
イ
ル
ス
研
究
に
よ

れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
は
人
間
が
誕
生
す
る
遥

か
以
前
、
今
か
ら
３
０
億
年
前
に
は
地
球

上
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
点
か
ら
細
胞
レ
ベ
ル
で

の
共
生
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
人
類
の
進
化
は
集
団
生
活
を
保
つ

た
め
に
密
集
、
密
閉
、
密
接
の
３
密
の
歴

史
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
戦
い
は
こ
の

矛
盾
し
た
状
況
を
解
決
す
べ
く
、
人
類
の

歴
史
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。「
進
化
は
競
争
と
共
生

か
ら
生
ま
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

っ
か
り
と
現
状
分
析
し
な
が
ら
、
自
身
の

強
み
を
生
か
し
環
境
に
適
応
し
な
が
ら

「
種
の
保
存
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
よ

う
に
、
今
ま
さ
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
真
価

（
進
化
）
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
発
想
の
も
と
、

目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
多

様
性
を
享
受
し
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

社
会
の
実
現
に
向
け
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
り
「
オ
ー
ル
庄
内
町
」
で
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

「
オ
ー
ル
庄
内
町
」で
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
へ
と
進
化

農
　
　
　
業

●�

稲
作
は
、
米
価
下
落
が
続
い
て
い
る
た

め
、
国
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
お
よ
び
米
需
給
調
整
に
係
る
補
助
金

の
対
象
作
物
を
拡
大
す
る
な
ど
、
よ
り

一
層
の
複
合
経
営
を
推
進
し
、
需
給
調

整
と
生
産
者
の
収
入
確
保
を
図
り
ま
す
。

●�

本
町
の
活
力
あ
る
農
業
経
営
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
新
規
就
農
者
の
確

保
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国
の
新
規
就

農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
や
農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業
を
活
用
し
、
若
い
農

業
者
の
就
農
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

●�

花
き
な
ど
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
推
進
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端

技
術
に
よ
り
省
力
化
や
生
産
性
向
上
、

高
品
質
生
産
に
取
り
組
む
農
業
者
を
支

援
し
ま
す
。

●�

林
業
は
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

森
林
の
管
理
状
況
の
把
握
と
資
源
情
報

の
収
集
を
目
的
に
、
民
有
林
所
有
者
の

事
前
意
識
調
査
と
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
県
や
森
林
組

合
な
ど
と
協
議
会
を
設
置
し
、後
年
度

に
予
定
し
て
い
る
意
向
調
査
の
足
掛
か

り
と
な
る
モ
デ
ル
地
区
を
選
考
し
ま
す
。

【 

重 

点 

１ 

】

産
業
活
力
日
本
一
の

産
業
活
力
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

観
　
　
　
光

●�

庄
内
空
港
滑
走
路
の
２
，５
０
０
メ
ー

ト
ル
延
長
を
国
・
県
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。
新
庄
酒
田
道
路
は
、
全
区
間
の

事
業
化
に
向
け
、
関
係
市
町
村
と
手
を

携
え
て
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●�

し
ょ
う
な
い
氣
龍
祭
を
起
爆
剤
に
、
地

域
特
性
を
活
か
し
た
滞
在
型
観
光
メ
ニ

ュ
ー
の
開
発
、
観
光
関
連
事
業
者
と
の

連
携
を
図
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
稼

げ
る
観
光
産
業
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

●�

月
の
沢
温
泉
北
月
山
荘
は
、冬
期
完
全
休

館
か
ら
休
館
期
間
を
２
カ
月
に
短
縮
し
、

本
町
の
四
季
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
拠

点
施
設
と
し
て
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。

●�

楯
山
公
園
は
、

由
緒
あ
る
桜

の
名
所
と
し

て
受
け
継

い
で
い
く
た

め
樹
勢
診
断

な
ど
を
行
い
、

よ
り
良
い
公

園
の
維
持
管
理
な
ど
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
。
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【 

重 

点 

４
】

安
全
・
安
心
日
本
一
の

安
全
・
安
心
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

【 

重 

点 

２ 

】

子
育
て
・
教
育
日
本一の

子
育
て
・
教
育
日
本一の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

【 

重 

点 

３ 

】

健
康
長
寿
日
本
一
の

健
康
長
寿
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

令和４年度＊施政方針と予算編成

【 
重 

点 

５
】

環
境
共
生
日
本
一
の

環
境
共
生
日
本
一
の

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

●�

庄
内
町
農
山
漁
村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
民
間
事
業
者

に
よ
る
風
力
発
電
事
業
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推
進
し
、
事
業

収
益
の
一
部
を
農
林
業
の
発
展
に
資
す

る
取
り
組
み
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
体

制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

●�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

て
地
球
温
暖
化
対
策
に
努
め
ま
す
。ご
み

の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
等
普
及
事

業
補
助
金
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

等
導
入
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
、
循
環

型
社
会
へ
の
取
り
組
み
も
強
化
し
ま
す
。

●�

優
先
度
が
高
い
避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●�

交
通
安
全
事
業
で
は
、
高
齢
者
の
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め

「
高
齢
者

運
転
免
許

証
自
主
返

納
支
援
事

業
」
を
引

き
続
き
実

施
し
ま
す
。

●�

豪
雨
の
際
に
、
住
宅
地
に
影
響
が
で
る

宮
曽
根
排
水
路
の
京
田
川
へ
の
排
水
作

業
を
行
う
た
め
、
最
上
川
土
地
改
良
区

の
宮
曽
根
揚
水
機
場
を
排
水
ポ
ン
プ
場

と
し
て
協
定
に
基
づ
き
運
用
し
ま
す
。

●�

ガ
ス・
上
下
水
道
の
公
営
事
業
は
、引
き

続
き
安
全・
安
心
か
つ
安
定
供
給
に
努

め
、健
全
な
経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●�

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に

お
い
て
専
門
職
に
よ
る
育
児
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
、
新
た
に
出
産
費
用
の
経
済
的

負
担
軽
減
の
た
め
「
出
産
支
援
給
付

金
」
を
支
給
し
ま
す
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
引

続
き
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
普
及
啓

発
お
よ
び
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り

円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

●�

予
防
接
種
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
極

的
勧
奨
を
中
止
し
て
い
た
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨
を
再
開
し
、
接
種

が
出
来
な
か
っ
た
期
間
の
接
種
対
象
者

に
対
し
て
も
接
種
費
用
を
無
料
と
し
実

施
し
ま
す
。

●�

高
齢
に
な
っ
て
も
で
き
る
限
り
健
や
か

な
日
常
生
活
の
継
続
が
実
現
で
き
る
よ

う
、
元
気
な
時
か
ら
健
康
増
進
と
介
護

予
防
に
取
り
組
む
地
域
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
事
業
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

●�

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
町
内
の
温
泉
、
理
美
容
、
プ
ー
ル
、

体
育
施
設
な
ど
新
た
な
協
力
事
業
所
と

連
携
し
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た

め
、
新
た
に
６
５
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
「
健
康
ラ
イ
フ
応
援
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

●�

が
ん
患
者
の
支
援
と
し
て
山
形
大
学
医

学
部
で
の
重
粒
子
線
が
ん
治
療
に
係
る

先
進
医
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、「
が
ん
検
診
」
の
無
料
化
は
国
の

指
針
に
基
づ
く
検
診
を
対
象
と
し
て
継

続
し
、
精
密
検
査
の
受
診
率
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

●�

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
に

つ
い
て
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普

及
啓
発
と
認
知
症
の
高
齢
者
や
そ
の
家

族
の
支
援
施
策
に
つ
い
て
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

●�

介
護
が
必
要
な
方
や
そ
の
家
族
の
支
援

と
し
て
「
庄

内
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計

画
・
第
８
期

介
護
保
険
事

業
計
画
」
で

は
、
介
護
保

険
法
の
理
念

に
基
づ
き
適

正
か
つ
持
続

可
能
な
保
険

制
度
の
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

●�

町
営
バ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、
路
線
バ

ス
酒
田
余
目
線
が
令
和
４
年
７
月
末
を

も
っ
て
廃
止
に
な
る
こ
と
か
ら
、
代
替

手
段
と
し
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
新

路
線
を
運
行
し
ま
す
。

●�

公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
移

行
し
、
拠
点
施
設
を
核
と
し
た
地
域
づ

移
住
・
定
住

●�

従
来
の
持
家
住
宅
建
設
祝
金
な
ど
の
住

宅
建
設
支
援
制
度
は
、
定
住
応
援
住
ま

い
づ
く
り
補
助
金
制
度
に
一
元
化
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

住
宅
産
業
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
に
対
応
し
た
住
宅
支

援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
町
へ
の
移

住
・
定
住
の
け
ん
引
力
と
な
り
地
域
経

済
の
活
性
化
策
と
し
て
関
連
業
界
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

●�

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
継
続
し
て

配
置
し
、
移
住
前
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制

を
確
保
し
、
新
た
な
移
住
を
誘
導
し
ま

す
。
ま
た
、
移
住
者
同
士
の
交
流
の
場

を
設
け
、
町
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
新
た
な
移
住
者
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
る
連
絡
会
の
創
設
を
目
指
し
ま
す
。

●�

小
中
学
校
で
は
、
特
別
支
援
学
級
講
師

を
増
員
し
、
子
ど
も
の
支
援
と
教
職
員

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
幼

稚
園
で
は
、
幼
児
教
育
、
預
か
り
保
育
、

特
別
に
支
援
が
必
要
な
子
へ
の
支
援
な

ど
の
充
実
を
図
る
た
め
、
正
職
員
の
配

置
を
増
や
し
ま
す
。

●�

小
学
校
の
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
た
休

日
の
中
学
校
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域

移
行
に
向
け
て
、
部
活
動
指
導
員
を
増

員
す
る
と
と
も
に
、
立
川
・
余
目
両
中

学
校
を
対
象
と
し
た
合
同
部
活
動
を
、

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
試
行
し
ま
す
。

●�

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
に
お
け

る
子
育
て
支

援
の
拠
点
と

し
て
、
相

談
・
援
助
の

実
施
、
交
流

の
場
の
提
供
、

交
流
の
促
進
、

子
育
て
関
連

情
報
の
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●�

「
庄
内
町
ひ
ま
わ
り
っ
子
誕
生
祝
金
」

を
見
直
し
、
第
一
子
か
ら
す
べ
て
の
新

●�
商
工
業
は
、
新
た
に
起
業
す
る
方
や
町

内
に
出
店
す
る
方
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
商
工
会
と
連
携
し
、
個
店
の
経
営

計
画
の
策
定
・
実
施
に
よ
る
事
業
拡
大

や
持
続
的
な
事
業
展
開
に
初
め
て
取
り

組
む
小
規
模
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

●�

地
域
経
済
の
活
性
化
と
就
労
の
場
の
確
保

を
図
る
た
め
、
幅
広
い
業
種
の
企
業
誘
致

の
あ
り
方
を
、
関
係
機
関
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
し
ま
す
。

●�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
は
、
町
財

政
や
産
業
振
興
に

大
き
な
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
６

次
産
業
化
・
地
産

地
消
の
推
進
を
図

り
、
本
町
の
魅
力

や
施
策
、
特
産
品

を
Ｐ
Ｒ
し
、
寄
附

者
の
拡
大
や
産
業

振
興
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

●�

６
次
産
業
化
の
推
進
は
、
ク
ラ
ッ
セ
と

タ
チ
ラ
ボ
で
特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組

む
方
々
へ
の
支
援
を
行
い
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
６
次
産
業
化
へ

の
拡
大
、
発
展
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

農
商
工
連
携
に
よ
り
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
地

域
の
稼
ぐ
力
を
創
出
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
ま
す
。 商

業
・
労
働

生
児
を
対
象
と
す
る
「
庄
内
町
誕
生
祝

金
」
を
新
設
し
て
、
子
育
て
世
帯
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

●�

狩
川
幼
稚
園
と
狩
川
保
育
園
を
民
間
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
民
間
活
力
に

よ
る
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
推
進
す

る
た
め
、
運
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●�

保
育
園
で
は
、
様
々
な
保
育
需
要
の
高

ま
り
に
対
応
す
る
よ
う
、
多
様
で
良
質

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●�

発
達
に
お
い
て
障
が
い
や
課
題
の
あ
る

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
や
支
援
者
に
対

し
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
身
近

な
地
域
に
お
け
る
支
援
拠
点
と
な
る

「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
有
す

る
機
能
を
担
う
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
本
町
に
お
け
る
支
援
拠
点
の
体

制
整
備
を
図
り
ま
す
。

●�

昼
間
定
時
制

と
通
信
制
を

併
設
し
ス
タ

ー
ト
す
る
県

立
庄
内
総
合

高
等
学
校
の

魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
を

支
援
す
る
た

め
、
通
学
費

助
成
に
加
え
、

就
職
な
ど
に
有
利
と
な
る
資
格
取
得
支

援
助
成
を
見
直
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
学
校
の
発
展
お
よ
び
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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■問合せ：総務課財政係☎0234-42-0130

■一般会計当初予算の推移

■人口同規模の市町当初予算の比較

■特別会計・企業会計当初予算

令和４年度　　当初予算

予
算 122億6400万円122億6400万円

令和４年度一般会計当初予算

0 円

80 億円

100 億円

120 億円

140 億円

３年度 ４年度２年度元年度30 年度

121 億
5，200 万円

122 億
6，400 万円

135 億
5，600 万円

135 億
7,900 万円 122 億

8，200 万円

0

ガス事業会計

下水道事業会計

水道事業会計

風力発電事業
特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者
医療保険特別会計

国民健康保険
特別会計 22 億 5,500 万円

2億 8,758 万円2億 8,758 万円

30 億 1,753 万円

16 億 8，867 万円16 億 8，867 万円

4，268 万円4，268 万円

10 億 8，802 万円10 億 8，802 万円

8億 7,585 万円8億 7,585 万円

35億円5億円 10 億円 15 億円 20 億円 25 億円 30 億円

105 億円
6,700 万円

156 億円
3,000 万円

110 億円
4,000万円

122 億円
6,400 万円

121 億円
2,500 万円

0

40 億円

80 億円

120 億円

160 億円

庄内町河北町高畠町尾花沢市村山市

都市計画税
　下水道の整備にあたり借入した借金返済額にかか
る補助金の一部として活用しています。

入湯税
　北月山荘や町湯の運営経費の一部として活用して
います。

人口同規模
　庄内町の人口（20,280人：R４年２月末日現在）
とほぼ同規模の県内市町の一般会計当初予算を比較
しました。

寄附金 6 億 6,200 万円［5.4%］寄附金 6 億 6,200 万円［5.4%］

地方交付税
45 億円

［36.7%］

地方交付税
45 億円

［36.7%］

町債
12 億円 4,310 万円

［10.1%］

町債
12 億円 4,310 万円

［10.1%］

繰入金
7 億 1,715 万円

［5.8%］

繰入金
7 億 1,715 万円

［5.8%］

県支出金
11 億 5,845 万円

［9.5%］

県支出金
11 億 5,845 万円

［9.5%］

国庫支出金
9 億 6,590 万円

［7.9%］

国庫支出金
9 億 6,590 万円

［7.9%］

教育費
15 億 191 万円

［12.2%］

教育費
15 億 191 万円

［12.2%］

総務費
24 億 8,358 万円

［20.3%］

総務費
24 億 8,358 万円

［20.3%］

土木費
11 億 8,685 万円

［9.7%］

土木費
11 億 8,685 万円

［9.7%］

農林水産業費
11 億 6,294 万円

［9.5%］

農林水産業費
11 億 6,294 万円

［9.5%］

公債費
15 億 7,404 万円

［12.8%］

公債費
15 億 7,404 万円

［12.8%］

その他 4,500 万円［0.3%］

財産収入 1,963 万円［0.2%］
地方特例交付金 1,700 万円［0.1%］

分担金及び負担金 4,873 万円［0.4%］

地方譲与税 1 億 700 万円［0.9%］
使用料及び手数料 8,657 万円［0.7%］

繰越金 1 億 5,000 万円［1.2%］
諸収入 2 億 3,011 万円［1.9%］

地方消費税交付金 4 億 3,700 万円［3.6%］

諸支出金 54 万円［0.0%］
災害復旧費 334 万円［0.0%］

予備費 2,000 万円［0.2%］
労働費 1,587 万円［0.1%］

議会費 1 億 1,655 万円［0.9%］
商工費 2 億 4,671 万円［2.0%］

衛生費 5 億 7,559 万円［4.7%］
消防費 4 億 6,136 万円［3.8%］

民生費
29 億 1,472 万円

［23.8%］

民生費
29 億 1,472 万円

［23.8%］

町税
18 億 7,636 万円

［15.3%］

町税
18 億 7,636 万円

［15.3%］

歳出歳入
122億6400万円 122億6400万円

予算を比較してみました

令和４年度＊施政方針と予算編成

町民税
7 億 5,061万円
（40.0％）

固定資産税
8億 6,265万円
（46.0％）

軽自動車税 7，971 万円（4．2％）

 鉱産税 329 万円（0．2％）

 入湯税 736 万円（0．4％）

都市計画税 6，146 万円（3．3％）

 町たばこ税 1 億 1,123 万円（5.9％）

旧法による税 5 万円（0．0％）

■町税の内訳

一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
よ
り
1
億
1
，2
０
０

万
円
増
額
し
、
１
２
２
億
６
，４
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
歳
入
】

　
町
民
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
の
回
復
等
に
よ
り
、
個
人
、
法
人
合
わ
せ
て
１
，６

９
４
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。固
定
資
産
税
は
、

民
間
風
車
の
新
設
分
等
に
よ
り
７
，５
３
８
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担
金
の
増
額
等
に

よ
り
２
，１
０
８
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
支

出
金
は
、農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
全
体
で
の
増
額
等
に

よ
り
１
億
４
，３
２
８
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
立
川
総
合
支
所
改
修
整
備
事
業
債
が
増
額

し
た
一
方
で
、
図
書
館
整
備
事
業
債
の
減
額
に
よ
り
２

億
５
，６
９
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
目
的
別
で
は
、
総
務
費
は
立
川
総
合
支
所
改
修
整
備

事
業
の
増
額
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
関
連
経
費

の
皆
増
に
よ
る
増
額
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、
庄
内
町

強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
の
皆
増
等
に
よ
り

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
費
は
、
酒
田
地
区
広
域

行
政
組
合
建
設
負
担
金
の
皆
減
に
よ
り
減
額
、
教
育
費

は
、
図
書
館
整
備
事
業
の
減
額
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
移
行
に
伴
う
公
民
館
運
営
費
の
減
額
等
に
よ
り
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
で
８
．４
％
の
減
、
扶
助
費

で
委
託
保
育
料
の
増
額
等
に
よ
り
11
．２
％
の
増
、
公

債
費
は
１
．１
％
の
減
と
な
り
、
義
務
的
経
費
は
０
．９

％
の
減
、
予
算
総
額
に
対
す
る
構
成
比
は
41
．５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
、
立
川
総
合
支
所

改
修
工
事
の
皆
増
等
に
よ
り
、
18
．８
％
の
増
と
な
り
、

構
成
比
は
10
．４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令和４年度
主要事業

立川総合支所改修整備事業…４億6,108万円
実施設計を踏まえ工事を行い、まちづくりの新しい拠
点となる官民一体型複合施設に用途変更します。

庄内町定住応援住まいづくり補助金…2,700万円
これまでの住宅建設支援制度を一元化し、新しいウィ
ズコロナの生活様式に対応した住環境への誘導を図り、
移住・定住などと融合した住まいづくりを行います。

地域ブランド創生事業…849万円
特産品のブランド化を図るために必要な体制などを構築
し、地域住民などを対象にワークショップを開催し、地域
資源の掘り起こしや将来ビジョンの策定などを行います。

庄内町創業者等応援補助金…200万円
新規創業者の借入金の利子や賃借する空店舗の改装費
の補助に加え、小規模事業者が町内の空店舗を賃借し
出店する場合も、改装費の一部を補助します。

庄内町再生可能エネルギー
農山漁村活性化基金積立金…1,200万円

民間事業者３社の発電事業での収益の一部をもって町が
受ける寄附金を積み立て、プロジェクトチームを設置し、
農林業の健全な発展のための事業への活用を図ります。

観光・交流・商業・工業 農業・森林・自然

新規就農者育成総合対策事業…2,850万円
経営発展のための機械や施設などの導入を、新規就農
も含めて支援します。

収入保険新規加入緊急奨励金…120万円
収入保険新規加入者に対し奨励金を支給し、農家の保
険料負担軽減による新規加入促進を行います。

庄内町農業本気やる気プロジェクト
支援事業補助金…90万円

省力化や生産性の向上、高品質生産を図るためのICT
などの先端技術導入に係る経費の一部を支援します。

まちづくり推進事業…１億4,466万円
まちづくりセンターの管理運営や住民主体の地域づくり事業
の実施など、地域の課題解決に向けた取り組みを推進します。

高齢者補聴器購入費補助事業…10万円
身体障害者手帳を所持していない高齢者に、２万円を
上限に補聴器購入費の助成を行います。

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
…401万円

後期高齢者に対し、保健・医療などの専門職が関わる
ことで、健康増進支援や生活の質の向上を図ります。

行政のデジタル化・行政手続きのペーパーレス化
推進事業…916万円

行政手続きでの来庁や滞在時間を減らし、住民の利便性
向上と感染症拡大防止のためのデジタル化を推進します。

HPV（子宮頸がん）ワクチンの積極的勧奨
…1,619万円

定期接種対象者への積極的勧奨を再開し、差し控えに
より接種機会を逃した方へも個別通知を行います。

住宅・移住定住

庄内町誕生祝金…500万円
子どもの健やかな成長を願い、子育ての経済的負担の軽減
のため、第一子から現金５万円の誕生祝金を支給します。

児童発達支援事業…298万円
発達に障がいや課題のある子どもとその保護者などに
対し、支援の充実を図るため、支援拠点の体制整備を
行います。

協働のまちづくり健康

子育て

公共施設などの整備

高齢者福祉

　今年度実施する事業の中から、令和４年度の主
要事業を紹介します。

文化創造館大ホール舞台照明設備改修事業
…２億1,322万円

老朽化している大ホールの舞台照明について、LED照
明への更新を含めた改修工事を行います。

健康ライフ応援事業…677万円
65歳以上の高齢者を対象に、町内の温泉、理美容院、プー
ル、体育施設などと連携し、健康づくりの推進を図ります。

森林経営管理制度調査業務委託…853万円
今後の意向調査を円滑に行うため、森林経営管理制度
の事前意識調査とモデル地区の選考を行います。
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